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カ
ホ
l

カ
マ

ニ
O
四

左
衛
門
の
約
が
あ
。
、
米
容
に
抱
延
戊
以
と
見
え
る
許
い
た
に
併
せ
考
へ
れ
ば
、
亦
無
下
に
鈴
て
去
る
こ
一
向
居
間
期
右
衛
門
の
裂
た
ね
が
、
陀
織
尼
鍛
冶
吉
兵
衛
の
一
う
て
下
を
縫
っ
。
そ
の
勢
激
に
し
て
能
石
織
ぐ
阪

か
ら
、
持
活
は
背
地
穂
幹
で
あ
ら
う
と
言
は
れ
る
。
と
も
で
き
向
。
か
く
て
初
か
ら
河
北
郷
で
あ
っ
た
一
揚
と
鰐
泊
し
て
、
本
夫
を
殺
饗
し
た
雛
に
よ
り
、
こ
人
一
窪
し
、
伏
鍛
の
如
し
。
問
問
苔
拭
澗
制
川
、
人
科
絞
っ

カ
ホ
タ
ガ
タ
河
北
潟
河
北
地
の
挺
停
に
在
っ
か
、
或
は
加
北
榔
か
ら
河
北
端
に
地
じ
た
か
は
わ
か
一
共
泉
野
に
於
い
て
後
煎
の
刑
に
雌
せ
ら
れ
、
後
更
に
一
て
之
に
入
れ
ば
、
川
ち
脊
然
沈
賊
し
て
創
世
間
づ
る
こ

て
、
浅
野
川
・
森
下
川
・
涼
岬
柳
川
・
字
紙
川
を
容
れ
、
ら
ぬ
が
、
兎
に
内
戦
闘
の
頃
に
は
専
ら
河
北
部
と
智
一
際
刑
を
加
へ
ら
れ
た
。
こ
の
鐙
は
、
金
持
の
惣
鎚
物
一
と
能
は
ず
。
之
を
四
十
八
銭
作
と
い
ひ
‘
略
し
て
鐙

米
械
は
大
野
川
と
な
っ
て
日
本
海
に
注
ぐ
o
長
さ
七
か
れ
、
そ
の
後
斑
文
十
一
年
流
用
四
日
、
前
回
綱
紀
闘
に
命
じ
新
た
に
鍛
造
せ
し
め
た
も
の
で
、
側
商
に
一
谷
と
い
ふ
』
と
。

八
五
五
米
、
幅
二
九
二
七
米
、
周
附
二
五
粁
五
、
而
は
命
じ
て
加
誌
に
復
硲
せ
し
め
、
更
に
一
議
十
一
一
一
一
念
仰
の
六
字
を
鎚
出
し
、
議
に
首
穴
及
び
多
数
の
小
一

3
3
4ヤ
鎌
足
宮
路
島
郷
三
僻
ハ
今
問

続
二
五
七
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
o
河
北
一
協
を
大
前
…
測
と
も
年
八
月
二
十
日
刊
び
河
北
地
と
し
て
‘
そ
の
ま
L
今
一
孔
を
穿
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
質
文
六
年
四
足
十
六
一
=
一
瞬
〉
に
銀
座
し
、
式
の
際
原
h

些
口
前
一
位
で
あ
る
と
・

迷
洲
と
も
い
ふ
の
は
、
そ
の
般
か
円
で
あ
る
。
こ
の
湖
に
謹
ん
で
ゐ
る
。
こ
れ
ら
耐
阿
の
殴
務
は
、
拡
府
に
一
日
石
川
郡
番
仮
説
内
村
一
内
姓
の
娘
ね
い
、
こ
の
鍍
に
一
い
ふ
。
文
政
枇
蹴
般
に
祭
榊
を
脱
原
比
古
跡
・
天
児
一

は
昔
は
金
持
か
ら
能
積
一
辿
ひ
の
捷
怖
と
し
て
利
用
せ
地
附
を
拠
出
す
る
に
悦
っ
て
、
幕
府
悦
尉
の
栴
却
に
.
よ
っ
て
法
飴
寺
河
原
に
煮
ら
れ
、
後
死
隔
を
礁
に
せ
一
問
屋
厚
底
.
誕
削
縦
悦
命
と
す
る
。
膝
版
か
ら
僻
鍛
峨
川
泌
応
と
澗
瀧
附
つ
た
も
の
で

ら
れ
、
石
川
州
榔
仰
叫
刻
制
附
と
河
北
州
泌
仰
内
日
向
と
を
辿
絡
し
挑
恭
…
づ
い
た
も
の
で
あ
る
と
い
‘
ふ
山
令
。
一
ら
れ
た
。
ね
い
は
金
.
得
栂
に
出
て
奉
公
し
、
帥
抑
抑
々
土
中

た
も
の
で
あ
る
O

J
レ

y
コ

漣

測

。

カ

ポ

タ

ゴ

ホ

日

加

E
P
郡
述
如
の
帖
外
御
文
に
一
六
一
円
を
焼
き
、
肌
つ
物
を
読
ん
だ
の
で
あ
る
o
後
附
一
カ
マ
ツ
バ
ザ
キ
釜
鰐
崎
珠
洲
榔
尚
厳
に
在
る
o

カ
ホ
タ
ゴ
ホ
リ
河
北
郡
加
例
都
は
室
町
時
代
文
明
二
一
年
誕
加
卜
榔
を
純
勉
し
た
と
あ
り
、
川
人
初
出
如
…
に
は
際
刑
を
以
て
こ
の
縄
の
搾
人
を
刑
し
た
。
一
一
斑
永
元
年
一
覧
記
に
、
円
府
民
の
左
方
の
間
的
を
か
ま

に
ポ
っ
て
河
北
榔
と
な
っ
た
が
、
そ
の
初
見
は
上
月
の
懇
話
人
綿
一
似
ハ
羽
珠
洲
郷
断
光
寺
縦
〉
の
製
部
に
カ
マ
エ
パ
ナ
か
宮
え
鼻
閥
単
榔
腿
一
波
の
部
都
一
つ
ぼ
の
附
と
い
ふ
o
そ
の
附
に
き
じ
ま
と
い
ふ
島
あ

記
…
跳
一
止
二
年
の
御
殺
到
に
在
る
と
言
比
れ
る
O

M

人
永
は
、
吋
加
州
加
ト
護
μ

ハ

g
R庄
木

一

越

光

徳

寺

常

一

位

~

商

方

に

近

い

岬

。

一

り

o
h
と
記
す
る
o

正
一
丸
一
年
の
白
山
締
踊
私
記
奥
部
に
は
、
司
加
到
州
河
祐
之
物
也
b

と
訴
か
れ
て
ゐ
る
o
蓮
如
は
い
つ
も
河
北
一
方
マ
タ
ラ
ソ
ウ
サ
タ
キ
鎌
倉
捜
索
記
一
般
o

一
カ
マ
ド
ノ
タ
キ
寵
の
瀧
石
川
榔
熊
定
に
あ
る

榔
爾
家
方
制
久
村
策
法
』
と
も
見
え
る
o
こ
の
河
北
部
売
加
卜
部
と
し
た
ゃ
う
で
あ
る
が
、
捻
時
一
般
に
一
前
回
綱
紀
が
延
貧
五
年
の
各
、
務
士
棒
凶
太
郎
兵
衛
一
穣
布
。
加
賀
古
跡
者
に
、
こ
の
村
の
山
に
あ
っ
て
‘

は
、
初
め
カ
ハ
キ
タ
と
訓
・
制
し
た
と
の
設
も
あ
る
さ
う
し
た
文
字
が
用
ひ
ら
れ
た
滞
で
は
な
か
ら
う
。
一
を
、
醤
籍
捜
索
の
鑓
江
戸
か
ら
制
州
鎌
倉
に
鐘
は
さ
一
長
さ
回
附
許
あ
る
と
あ
る
。

が
‘
硲
殺
を
得
る
こ
と
が
で
き
ぬ
。
こ
の
読
若
し
印
カ
ホ
タ
モ
ン
河
北
門
金
制
作
城
二
一
J

丸

大

手

の

門

一

れ

た

時

の

殺

担

で

あ

る

。

一

カ

マ

ド

メ

オ

ハ

ヤ

シ

銭

留

御

林

4
オ
ハ
ヤ
シ

本
人
凶
記
に
、
川
北
と
鈍
い
て
カ
ハ
キ
タ
の
傍
訓
を
で
、
之
よ
り
外
を
新
丸
と
い
ひ
、
尼
坂
門
を
絡
て
城
一
カ
マ
サ
キ
釜
崎
村
れ
鹿
島
都
能
菅
島
な
る
一
御
林
。

脳
し
た
の
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
人
附
記
が
後
附
の
・
4

外
に
削
た
o
般
に
河
北
門
は
蹴
手
の
石
川
門
の
如
〈
~
悶
の
部
W

柄

拘

方

の

帥

。

一

カ

マ

ド

メ

ヤ

マ

銭

留

山

大

明

寺

滞

に

て

は

、

の
で
あ
る
か
ら
信
用
に
足
ら
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
諮
置
に
城
外
に
接
し
て
民
な
か
っ
た
。
陵
長
四
年
新
丸
…
カ
マ
シ

εヅ
釜
清
水
能
美
郡
山
上
郷
に
臨
す
一
新
た
に
松
市
を
航
付
け
た
る
滞
有
の
山
林
に
、
鎌
留

如
の
的
外
御
文
等
に
加
ト
制
と
あ
る
は
‘
偶
以
て
が
城
内
に
取
入
れ
ら
れ
る
ま
で
は
、
そ
の
地
に
士
郎
一
る
部
帯
。
村
内
に
鐙
清
水
一
に
鍍
池
と
い
ふ
の
が
あ
一
山
と
記
し
た
る
木
札
を
建
て
、
稲
そ
の
成
長
す
る
に

カ
ポ
グ
と
脅
説
し
た
左
努
と
す
べ
き
で
あ
ら
う
o
河
が
あ
っ
た
と
い
ふ
。
河
北
門
の
名
癖
は
河
北
郡
に
向
一
る
o
三
州
名
跡
志
に
、
『
此
腕
に
次
郎
左
衛
門
と
て
、
一
安
る
ま
で
、
下
草
を
刈
り
wm
策
を
揃
く
こ
と
を
股
禁

北

の

名

義

は

、

浅

野

川

の

北

に

在

る

に

凶

る

と

す

る

か

ふ

円

で

あ

る

か

ら

起

る

。

一

近

郷

十
v
村
の
名
中
一
あ
り
。
此
家
の
庭
に
鍍
清
水
と
一
し
た
。

を
泌
設
と
し
、
更
に
之
に
封
し
て
、
川
の
雨
に
跨
る
カ
マ
イ
キ
ツ
テ
過
米
切
手
務
政
の
時
、
総
人
一
て
名
泉
あ
b
o
依
て
村
名
と
す
o
』
と
い
ひ
.
郷
村
名
一
カ
マ
ナ
カ
ゴ
Z

釜
中
越
河
北
部
二
仰
は
か
ら
越

詫
加
賀
郡
の
一
部
を
河
南
郡
と
い
う
た
が
、
後
に
河
の
政
挑
ひ
得
る
米
殺
は
、
闘
よ
り
そ
の
牧
納
し
て
臓
一
義
抄
に
は
、
鎗
の
形
な
る
石
の
中
か
ら
清
泉
が
湧
出
一
中
に
出
る
伎
越
が
こ
筋
あ
る
。
一
筋
は
越
中
小
又
村

市
泌
を
媛
L
て
石
川
郷
に
邸
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
病
に
預
け
あ
る
録
に
止
る
滞
で
あ
る
が
、
白
際
所
有
一
る


